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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：分泌型。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、主に単球によって産生され、リンパ球によっても少量産生されるサイトカインである。このサイトカインは免疫調節および炎症において多面的な作用を有する。Th1サイトカイン、MHCクラスII抗原、およびマクロファージ上の共刺激分子の発現をダウンレギュレーションする。また、B細胞の生存、増殖、および抗体産生を促進する。このサイトカインはNF-κBの活性を阻害し、JAK-STATシグナル伝達経路の調節に関与する。マウスを用いたノックアウト研究では、このサイトカインが腸管における重要な免疫調節因子として機能することが示唆されている。この遺伝子の変異は、HIV-1感染および関節リウマチに対する感受性の上昇と関連している。[RefSeq提供、2011年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HL-60細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをIL-10ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

